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『 海からの風 』  川嶌  照代 画



嶋
崇
氏
（
中
津
歯
科
医
師
会
会
長
）、

川
口
純
市
氏
（
中
津
薬
剤
師
会
会

長
）、
時
松
聖
潤
氏
（
中
津
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
）、
津
末
輝
彦
氏

（
轡
会
会
長
）、
林
秀
明
氏
（
中
津

市
議
会
議
員
・
中
津
地
方
文
化
財

協
議
会
副
会
長
）、田
村
裕
昭
氏
（
社

会
医
療
法
人
玄
真
堂
理
事
）
以
上

９
名
の
発
起
人
の
呼
び
か
け
に
よ

る
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
た
。
会
場

の
前
後
２
カ
所
の
大
型
ス
ク
リ
ー

ン
に
玄
真
堂
の
歴
史
が
記
録
さ
れ

た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
流
れ
て
い
る
中
を
、

　

昨
年
（
２
０
１
８
）
の
〝
秋
の

叙
勲
〟
で
川
嶌
理
事
長
が
〝
旭
日

雙
光
章
〟
を
受
章
し
た
事
を
受
け

て
今
年
（
２
０
１
９
）
２
月
17
日
、

グ
ラ
ン
プ
ラ
ザ
中
津
ホ
テ
ル
に
て

末
廣
朋
耒
氏
（
中
津
市
医
師
会
会

長
）
を
発
起
人
代
表
、
仲
浩
氏
（
中

津
商
工
会
議
所
会
頭
）、
畑
洋
一
氏

（
大
分
県
病
院
協
会
副
会
長
）、
辛

３
０
０
人
を
超
す
来
場
者
が
次
々

と
入
場
さ
れ
満
杯
の
会
場
と
な
っ

た
。
17
時
15
分
か
ら
ウ
ェ
イ
テ
ィ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
リ
バ
ー

ハ
ー
モ
ニ
ー
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
２

曲
（「
さ
く
ら
」「
あ
す
と
い
う
日

が
」）
が
演
奏
さ
れ
、
会
場
の
雰
囲

気
を
盛
り
上
げ
て
い
た
。
川
口
喜

代
美
様
に
よ
る
司
会
で
開
演
し
、

最
初
に
発
起
人
代
表
の
末
廣
朋
耒

氏
が
「
川
嶌
先
生
は
骨
髄
炎
に
対

す
る
局
所
持
続
洗
浄
療
法
の
保
険

採
用
や
減
圧
症
（
潜
水
病
）
に
よ

る
骨
壊
死
を
日
本
で
初
め
て
労
災

病
と
し
て
認
定
し
て
も
ら
う
な
ど

難
病
の
治
療
法
を
確
立
し
、
ま
た

中
津
市
医
師
会
会
長
と
し
て
の
活

動
な
ど
地
域
医
療
は
も
と
よ
り
国

際
的
な
活
動
が
認
め
ら
れ
て
今
日

の
受
章
と
な
り
、
中
津
市
医
師
会

と
し
て
大
変
誇
り
に
思
い
ま
す
」

と
挨
拶
。
続
い
て
近
藤
稔
大
分
県

医
師
会
会
長
は
「
医
療
業
界
だ
け

で
な
く
、
医
学
史
の
研
究
や
教
育
、

行
政
な
ど
多
方
面
に
渡
り
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
大
分
合
同
新

聞
文
化
賞
を
は
じ
め
杉
田
玄
白
賞

な
ど
国
内
だ
け
で
な
く
国
際
的
に

も
各
種
の
学
術
賞
を
数
多
く
受
賞

さ
れ
る
活
躍
を
し
て
い
ま
す
」
と

川
嶌
理
事
長
の
業
績
を
詳
細
に
披

露
し
て
の
挨
拶
。
続
い
て
奥
塚
正

典
中
津
市
市
長
は
「
多
方
面
に
渡

り
発
信
力
の
あ
る
中
津
市
の
ス

ポ
ー
ク
ス
マ
ン
と
し
て
見
習
わ
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
祝

辞
の
挨
拶
。
更
に
藤
野
英
司
中
津

ケーナ演奏、篠笛演奏

一節截演奏

雲八幡宮司による雅楽演奏

家族と一緒に

奥塚中津市市長
挨拶

岩本名誉教授
挨拶

津村教授
乾杯の挨拶

勲章と賞状
（旭日雙光章）

川
嶌
理
事
長

『
旭
日
雙
光
章
受
章
記
念
祝
賀
会
』
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が
行
わ
れ
、
会
場
の
祝
賀
ム
ー
ド

を
盛
り
上
げ
て
い
た
。

　

宴
の
最
中
、
理
事
長
ご
夫
妻
は
各

テ
ー
ブ
ル
を
回
り
な
が
ら
末
席
ま
で

謝
辞
の
挨
拶
を
さ
れ
、
夫
人
も
内
助

の
功
を
発
揮
し
て
い
た
。
宴
も
半
ば

を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
川
嶌
眞
之
院
長

か
ら
お
礼
の
挨
拶
が
あ
り
、
最
後
は

仲
浩
中
津
商
工
会
議
所
会
頭
に
よ
る

川
嶌
理
事
長
の

弥
栄
（
い
や
さ

か
）
を
祈
念
し

て
の
万
歳
三
唱

で
約
３
時
間
に

及
ぶ
叙
勲
祝
賀

会
は
無
事
に
お

開
き
と
な
っ
た
。

（
文
責　

秘
書
室

　
　

竹
下
直
光
）

市
議
会
議
長
と
続
き
、
最
後
に
岩

本
幸
英
九
州
大
学
名
誉
教
授
・
九

州
労
災
病
院
院
長
は
「
九
州
労
災

病
院
の
時
に
熱
血
指
導
を
受
け
、

そ
れ
以
来
尊
敬
申
し
上
げ
て
い
ま

す
」
と
来
賓
の
祝
辞
挨
拶
を
さ
れ

た
。
続
い
て
届
い
た
多
く
の
祝
電

よ
り
岩
屋
毅
防
衛
大
臣
な
ど
一
部

が
司
会
者
に
よ
っ
て
披
露
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
祝
辞
を
受
け
て
川
嶌
理

事
長
が
、
初
め
は
小
学
校
の
恩
師

で
あ
る
松
山
均
先
生
の
お
陰
で
本

を
読
み
文
章
を
書
く
習
慣
を
身
に

つ
け
て
も
ら
っ
た
事
や
、
体
が
弱

か
っ
た
か
ら
山
登
り
や
空
手
で
体

を
鍛
え
た
学
生
時
代
の
話
ま
で
に

さ
か
の
ぼ
り
「
医
師
と
し
て
骨
髄

炎
の
治
療
法
や
減
圧
性
骨
壊
死
の

病
因
と
そ
の
治
療
法
の
確
立
、
そ

し
て
地
域
医
療
に
対
し
て
は
医
師

会
理
事
と
し
て
向
笠
寛
会
長
の
ご

指
導
の
も
と
に
フ
ァ
ビ
オ
ラ
看
護

学
校
の
設
立
に
尽
力
し
た
事
な
ど

が
認
め
ら
れ
受
章
を
賜
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
ひ
と

え
に
大
分
大
学
や
産
業
医
科
大
学

や
九
州
大
学
、
東
京
医
科
歯
科
大

学
の
多
く
の
諸
先
輩
の
方
々
、
そ

し
て
中
津
市
や
大
分
県
の
医
師
会

の
方
々
、
ま
た
世
界
の
友
人
の
方
々

は
言
う
に
及
ば
ず
当
病
院
の
職
員

と
家
族
の
お
陰
で
す
」
と
謝
辞
を

述
べ
た
。
こ
の
後
、
川
嶌
理
事
長

ご
夫
妻
の
お
孫
さ
ん
に
あ
た
る
今

吉
蘭
人
君
、
善
人
君
、
川
嶌
眞
里

瑛
ち
ゃ
ん
の
３
人
か
ら
花
束
贈
呈

が
あ
り
、
ご
夫
妻
は
長
時
間
待
た

さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
孫
達
を
気

遣
い
な
が
ら
も
満
面
の
笑
み
を
浮

か
べ
て
花
束
を
受
け
て
い
た
。
そ

の
後
、
突
然
会
場
の
前
後
に
ス
ク

リ
ー
ン
が
下
ろ
さ
れ
た
か
と
思
う

と
北
部
小
学
校
か
ら
の
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
映
し
出
さ
れ
る
サ

プ
ラ
イ
ズ
が
あ
り
、
理
事
長
が
北

部
小
学
校
に
し
た
寄
付
金
で
色
々

な
校
具
が
買
い
揃
え
ら
れ
た
お
礼

と
今
回
の
受
章
の
祝
辞
を
兼
ね
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
披
露
さ
れ
、
驚
き
な
が

ら
も
破
顔
一
笑
、
動
画
に
見
入
っ

て
い
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
の
最
後
は

秋
永
勝
彦
雲
八
幡
宮
の
宮
司
他
２

名
に
よ
り
祝
賀
会
ら
し
く
雅
楽
〝
越

天
楽
〟が
演
奏
さ
れ
、会
場
に
雅（
み

や
び
）
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
た

と
こ
ろ
で
津
村
弘
大
分
大
学
理
事
・

教
授
の
乾
杯
の
音
頭
を
合
図
に
祝

宴
に
入
り
、
一
気
に
和
や
か
な
ム
ー

ド
と
な
っ
た
。
そ
の
祝
宴
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
〝
中
津
一
節

截
の
会
〟
と
伊
藤
正
敏
先
生
の
一

節
截
や
〝
ア
ン
デ
ス
の
会
〟
と
リ

チ
ャ
ー
ド
・
ビ
チ
ャ
コ
ル
タ
先
生

に
よ
る
ケ
ー
ナ
の
演
奏
、
中
島
勝

己
先
生
に
よ
る
篠
笛
の
独
奏
な
ど

実行委員会メンバー

ご夫妻で叙勲の記念写真

叙勲　皇居内集合写真（前列左から６番目）

仲商工会議所会頭の
挨拶と万歳三唱

藤野市議会議長の
挨拶

最後に挨拶する
川嶌眞之院長

近藤県医師会
会長の挨拶
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受　

章　

挨　

拶

　

こ
の
た
び
11
月
3
日
、
秋
の
叙
勲

と
し
て
天
皇
陛
下
よ
り
旭
日
雙
光

章
を
賜
り
、
授
章
式
に
参
加
し
大
変

な
栄
誉
に
浴
し
た
事
を
皆
様
に
お

伝
え
い
た
し
ま
す
。

　

１
９
６
９
年
、
東
京
医
科
歯
科
大

学
卒
業
と
同
時
に
大
学
紛
争
の
関

係
で
、
７
名
の
入
局
予
定
者
は
全
員

外
部
で
研
修
を
受
け
ざ
る
を
得
な

く
な
り
、
私
は
中
川
助
教
授
の
紹
介

で
虎
の
門
病
院
に
て
研
修
を
受
け
、

夜
は
大
学
の
難
治
疾
患
研
究
所
で

研
究
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
虎
の

門
病
院
で
は
上
腕
骨
の
骨
髄
炎
で

過
去
18
回
も
の
手
術
を
受
け
て
い

た
20
歳
の
女
性
患
者
さ
ん
に
出
会

い
ま
し
た
。
私
は
先
輩
の
指
導
の
下

に
、
そ
の
患
者
さ
ん
に
従
来
通
り
の

掻
爬
術
を
２
回
行
い
ま
し
た
が
再

発
し
、
大
変
辛
い
思
い
を
さ
せ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
そ
の
当
時
、

ア
メ
リ
カ
で
発
表
さ
れ
て
い
た
局

所
持
続
洗
浄
療
法
を
３
回
目
の
手

術
後
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
彼
女
を
長

年
の
難
病
か
ら
見
事
に
解
放
で
き

た
事
に
端
を
発
し
、
川
嶌
式
局
所
持

続
洗
浄
チ
ュ
ー
ブ
を
考
案
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
虎
の
門
病
院
の
み
な
ら

ず
、
１
９
７
２
年
よ
り
勤
務
先
が
九

州
労
災
病
院
に
替
わ
っ
て
か
ら
の

９
年
間
、
２
６
０
例
の
骨
髄
炎
の
患

者
さ
ん
に
対
し
て
局
所
持
続
洗
浄

療
法
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
従
来
の

掻
爬
術
の
み
で
は
40
％
の
再
発
率

が
、
本
療
法
に
て
10
％
以
下
に
抑
え

る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の

後
こ
の
治
療
法
は
保
険
に
も
採
用

さ
れ
、
全
国
的
に
も
活
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
学
会
で

も
多
々
発
表
し
、
数
多
く
の
専
門
書

に
分
担
執
筆
を
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
ク
リ
ニ

カ
ル
オ
ル
ソ
ペ
デ
ィ
ッ
ク
ス
、
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
オ
ル
ソ
ペ

デ
ィ
ッ
ク
ス
な
ど
の
国
際
雑
誌
に

も
掲
載
・
紹
介
さ
れ
、
専
門
書
・
オ

ル
ソ
ペ
デ
ィ
ッ
ク
イ
ン
フ
ェ
ク

シ
ョ
ン
で
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
更

に
こ
の
治
療
法
は
中
国
に
も
広
ま

り
、
川
嶌
整
形
外
科
病
院
に
研
修
に

来
ら
れ
た
王
興
義
先
生
が
骨
髄
炎

の
専
門
病
院
を
立
ち
上
げ
、
２
０
０

床
の
病
院
を
北
京
に
設
立
し
、
そ
れ

ら
を
支
援
す
る
事
も
出
来
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
私
の
テ
ー
マ
は
１

９
７
２
年
に
九
州
労
災
病
院
に
転

勤
後
、
減
圧
症
（
潜
水
病
）
に
お
け

る
骨
壊
死
の
病
態
生
理
並
び
に
治

療
法
及
び
疫
学
的
な
研
究
で
、
東
京

医
科
歯
科
大
学
の
同
級
生
の
眞
野

喜
洋
教
授
と
共
に
行
い
、
１
９
７
３

年
か
ら
ほ
ぼ
毎
年
、
ア
メ
リ
カ
の
学

会
で
発
表
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
１
９
７
５
年
に
は
こ
の
病
気
を

日
本
で
初
め
て
の
労
災
病
と
し
て

認
定
し
て
も
ら
う
事
が
出
来
ま
し

た
。
こ
の
研
究
は
日
米
共
同
研
究
に

格
上
げ
さ
れ
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大

学
の
レ
ー
ナ
博
士
や
ア
レ
ッ
ク
ス

博
士
な
ど
と
共
に
、
20
年
に
渡
っ
て

今
も
な
お
続
い
て
い
ま
す
。

　

私
は
眞
野
教
授
の
後
を
継
い
で

２
０
１
３
年
か
ら
日
本
高
気
圧
環

境
・
潜
水
医
学
会
の
代
表
理
事
と
し

て
学
会
を
け
ん
引
す
る
役
割
を
任

さ
れ
、
２
０
１
７
年
10
月
か
ら
は
ア

ジ
ア
太
平
洋
潜
水
・
高
気
圧
環
境
医

学
会
の
理
事
長
・
会
長
と
し
て
、
２

０
１
９
年
に
中
津
で
国
際
学
会
を

開
催
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

米
国
に
お
け
る
国
際
潜
水
・
高
気
圧

環
境
医
学
会
で
は
２
回
の
学
術
賞

を
頂
き
、
２
０
１
５
年
か
ら
は
名
誉

会
員
と
し
て
、
ヤ
ン
グ
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
ス
ト
ア
ワ
ー
ド
（
眞
野
・
川
嶌

学
術
賞
）
の
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
、

毎
年
、
国
際
学
会
に
お
い
て
賞
を
授

与
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
お
い
て
も
１
９
８

３
年
か
ら
中
津
市
医
師
会
理
事
と

し
て
向
笠
寛
会
長
を
支
え
、
中
津
地

区
の
救
急
医
療
の
整
備
並
び
に
中

津
市
医
師
会
立
中
津
フ
ァ
ビ
オ
ラ

看
護
学
校
と
健
診
セ
ン
タ
ー
の
設

立
を
行
い
ま
し
た
。
看
護
学
校
名
を

〝
フ
ァ
ビ
オ
ラ
〟
と
私
に
命
名
さ
せ

て
く
だ
さ
っ
た
事
は
、
中
津
市
医
師

会
の
会
員
の
皆
様
の
お
陰
だ
と
思

い
ま
す
。

　

２
０
０
２
年
か
ら
６
年
間
、
中
津

市
医
師
会
会
長
と
し
て
地
域
医
療

に
携
り
、
２
０
１
０
年
か
ら
は
大
分

県
病
院
協
会
会
長
と
し
て
毎
年
２

０
０
０
人
を
超
す
大
分
県
病
院
学

会
を
別
府
で
主
催
し
、
医
療
の
問
題

点
と
今
後
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ

り
方
を
討
議
す
る
事
を
続
け
て
い

ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
私
の
や
っ
て
き

た
様
々
な
事
が
学
術
の
み
な
ら
ず

地
域
医
療
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
、

近
藤
稔
大
分
県
医
師
会
会
長
の
推

薦
で
、
今
回
の
受
章
を
賜
っ
た
の
で

あ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
同
時
に

支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
大
分
大
学
、

産
業
医
科
大
学
、
九
州
大
学
、
東
京

医
科
歯
科
大
学
な
ど
の
多
く
の
諸

先
輩
の
方
々
、
当
病
院
の
職
員
と

家
族
の
お
陰
で
あ
る
と
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

川　

嶌　

眞　

人　

 

発起人全員で記念写真

発起人代表
末廣中津市医師会
会長の挨拶

理事長ご夫妻

理事長挨拶
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川嶌 眞人氏の経歴

学歴

1963年　大分県立中津北高等学校卒業
1969年　東京医科歯科大学医学部卒業
1970年　東京医科歯科大学難治疾患研究所専攻生
1976年　医学博士（東京医科歯科大学）

職歴

1969年　虎の門病院整形外科 専修医
1972年　九州労災病院整形外科 医員
1979年　九州労災病院整形外科 副部長
1981年　川嶌整形外科医院 院長
1983年　川嶌整形外科病院 院長
1986年　医療法人 玄真堂 川嶌整形外科病院 理事長
2009年　医療法人 玄真堂 理事長・かわしまクリニック所長
2011年　特定医療法人 玄真堂 川嶌整形外科病院 理事長
2012年　社会医療法人 玄真堂 川嶌整形外科病院 理事長

学会および社会における活動等

大分大学医学部 臨床教授
大分大学医学部 非常勤講師（1988～）
高神大学（釜山）医学部 客員教授
中国河南医科大学骨科研究所 名誉所長・教授
中国南召県骨科医院 名誉院長
北京昌平聖済骨傷医院 名誉院長
河北燕达病院 客員教授
中国海洋科学技術センター 名誉主任
新日米潜水・宇宙技術専門家会議 委員
国際潜水・高気圧環境医学会 名誉会員（2015～）
アジア太平洋潜水・高気圧環境医学会 理事長（2017.10～）
国際整形災害外科学会 名誉会員
西太平洋整形外科学会 会員
日本高気圧環境・潜水医学会 名誉功労会員（2017.11～）
九州高気圧環境医学会 評議員・世話人
一般社団法人 日本潜水協会 顧問
日本骨・関節感染症学会 名誉会員（2010.6～）
日本職業・災害医学会 功労会員（2014.11～）
日本臨床整形外科学会 名誉会員（2015.5～）
日本医史学会 理事（2006～）
整形災害外科学研究助成財団 理事
大分県病院協会 会長（2010.6～）
一般社団法人 日本口腔ケア学会 評議員
一般社団法人 Summer in JAPAN 理事

大分産業保健総合支援センター 産業保健相談員（2014.4～）
大分県医療審議会 委員（2017.2.1～2019.1.31）
中津市地方文化財協議会 会長（2010.6～）
マンダラゲの会 会長

・1975年　医学書院優秀論文賞受賞
・1987年　日本骨･関節感染症研究会会長（現学会）
・1990年　第3回九州･沖縄地区高気圧環境医学懇話会会長
・1994年　第29回日本高気圧環境医学会会長
・1996年　第9回九州･沖縄地区高気圧環境医学懇話会会長
・1994～1998年　中津市教育委員会教育委員
・1996～1997年　中津市教育委員会委員長
・1999年　大分合同新聞文化賞受賞
・2002年　国際潜水高気圧環境医学会
　　　　　2002年チャールズ･シリング賞受賞
・2003年　第４回日本高気圧環境医学会九州地方会会長
・2003～2004年　中津ロータリークラブ会長（50周年）
・1981～2004年　産業医科大学非常勤講師
・1985～2005年　鹿児島大学非常勤講師
・2004～2008年　福岡歯科大学非常勤講師
・2004年～　2720地区ロータリー・世界奉仕委員長
・2006年　5/13～5/14　第107回日本医史学会会長
・2002～2008年　中津市医師会会長
・2002～2008年　中津ファビオラ看護学校長
・2008年　2008年度日本臨床整形外科学会学術賞受賞
・2008年　第３回日米宇宙・潜水・高気圧環境医学合同学会主催
・2008年　第７回杉田玄白賞受賞
・2008年　大分県医師会功労賞
・2009年　大分県知事賞受賞
・2011年　中津市長賞受賞
・2012年　日本整形外科学会功労賞受賞
・2012年　国際潜水・高気圧環境医学会（UHMS）学術賞
　　　　（インターナショナル・オーシャニアリング賞）
・2012年　国際潜水・高気圧環境医学会（UHMS）
　　　　　特別名誉会員賞
・2013年　二豊マイクロ・ナノバブルフォーラム2013中津　主催
・2014年　国際医学フォーラム　主催
・2014年　中津市表彰（保健・環境衛生功労）
・2015年　第2回アジア太平洋潜水・高気圧環境医学会　主催
・2017年　第6回日本マイクロ・ナノバブル学会　主催
・2018年　平成30年秋の叙勲　旭日雙光章　受章
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２
０
１
８
年
12
月
8
日
～
9
日

に
明
治
大
学
で
行
わ
れ
た
、
第
7

回
日
本
マ
イ
ク
ロ
・
ナ
ノ
バ
ブ
ル

学
会
に
参
加
・
発
表
を
し
ま
し
た
。

　

マ
イ
ク
ロ
（
μ
）
と
は
１
０
０

万
分
の
1
を
表
し
、
ナ
ノ
（
ｎ
）

と
は
10
億
分
の
1
を
表
し
て
い
ま

す
。
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
（
μ
ｍ
）

や
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
（
ｎ
ｍ
）
サ
イ

ズ
の
気
泡
を
溶
液
中
で
発
生
さ
せ

る
こ
と
で
、
気
泡
の
物
理
的
な
作

用
や
使
用
す
る
気
体
の
種
類
に

よ
っ
て
様
々
な
効
力
を
持
た
せ
る

こ
と
が
で
き
、食
品
や
医
療・歯
科
、

農
業
、
汚
染
土
壌
の
浄
化
な
ど
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

こ
の
日
本
マ
イ
ク
ロ
・
ナ
ノ
バ
ブ

ル
学
会
は
工
学
部
・
農
学
部
・
医

学
部
の
3
分
野
か
ら
構
成
さ
れ
て

　

２
０
１
８
年
12
月
15
日
～
16
日
に

福
岡
国
際
会
議
場
に
て
、
第
6
回
日

本
運
動
器
理
学
療
法
学
会
学
術
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
羽
田
清
貴
主

任
、
松
田
理
学
療
法
士
、
井
原
理
学

療
法
士
と
本
大
会
で
座
長
を
務
め
た

奥
村
科
長
と
と
も
に
参
加
し
、
ポ
ス

タ
ー
発
表
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

本
大
会
テ
ー
マ
は
、『
挑
む　

運
動

器
理
学
療
法
の
核
心
と
革
新
』
で
し

た
。
学
会
最
終
日
の
最
終
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
の
発
表
と
い
う
こ
と
も
あ
り
私

の
心
は
緊
張
で
曇
り
模
様
で
し
た
。

し
か
し
勉
強
に
な
る
演
題
や
講
演
ば

か
り
で
、
と
て
も
有
意
義
な
２
日
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
発

表
に
お
い
て
も
、
沢
山
の
方
か
ら
質

問
を
頂
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な

お
り
、
今
回
は
福
岡
大
学
工
学
部

化
学
シ
ス
テ
ム
工
学
科
教
授
・
三

島
健
司
学
会
長
の
も
と
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
法
人
か
ら
は
川
嶌
眞

人
理
事
長
が
特
別
講
演
に
て
『
骨

髄
炎
の
局
所
持
続
洗
浄
療
法
に
お

け
る
オ
ゾ
ン
ナ
ノ
バ
ブ
ル
水
の
利

用
』
を
発
表
し
、
一
般
演
題
で
は

沖
本
稚
佳
子
介
護
老
人
保
健
施
設

副
施
設
長
が
『
オ
ゾ
ン
ナ
ノ
バ
ブ

ル
水
を
併
用
し
た
口
腔
ケ
ア
の
効

視
点
で
自
分
自
身
の
研
究
内
容
に
つ

い
て
考
え
直
す
機
会
に
も
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
博
多
は
私
が
理
学
療
法
士

に
な
る
た
め
に
４
年
間
過
ご
し
た
地

で
も
あ
り
、
母
校
の
先
生
方
を
は
じ

め
沢
山
の
理
学
療
法
士
の
方
々
に
も

お
会
い
で
き
、
良
い
刺
激
を
頂
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
本
大
会
を
通
し

て
学
術
面
で
得
ら
れ
た
も
の
も
多
く

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
自

分
自
身
の
理
学
療
法
士
と
し
て
の
原

点
か
ら
今
を
見
つ
め
直
す
機
会
に
も

な
り
、
存
分
に
充
電
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
パ
ワ
ー
を
発
揮
で
き
る

よ
う
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

果
』
を
、
そ
し
て
私
が
『
化
膿
性

関
節
炎
に
対
す
る
オ
ゾ
ン
ナ
ノ
バ

ブ
ル
水
の
応
用
』
を
発
表
し
ま
し

た
。
通
常
、
オ
ゾ
ン
を
溶
解
さ
せ

た
だ
け
で
は
短
時
間
で
溶
液
中
か

ら
オ
ゾ
ン
が
抜
け
出
て
し
ま
い
ま

す
が
、
ナ
ノ
バ
ブ
ル
化
す
る
こ
と

で
長
期
保
存
が
可
能
と
な
り
、
さ

ら
に
は
浸
透
力
も
優
れ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
オ
ゾ
ン
ナ
ノ
バ
ブ
ル
水
は

抗
菌
薬
や
消
毒
薬
と
同
等
、
ま
た

は
そ
れ
以
上
の
殺
菌
力
を
有
し
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、ア
レ
ル
ギ
ー

や
組
織
障
害
作
用
が
低
い
こ
と
で

治
癒
促
進
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
法
人
で
は
局
所
持
続
洗
浄
療
法

や
創
部
の
洗
浄
、
口
腔
ケ
ア
に
使

用
し
良
好
な
成
績
が
得
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を

頂
き
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

講演する川嶌眞人理事長

会場前にて

発表する私 発表する沖本稚佳子副施設長

第
７
回
日
本
マ
イ
ク
ロ
・
ナ
ノ
バ
ブ
ル

学
会
に
参
加
し
て
高
気
圧
治
療
科

　宮
田

　健
司

第
6
回
日
本
運
動
器

理
学
療
法
学
会
学
術
大
会
に
参
加
し
て

ク
リ
ニ
ッ
ク
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
　
理
学
療
法
士
　
羽
田
　
見
奈
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川
嶌
整
形
外
科
病
院
に
は
じ
め

て
来
た
の
が
去
年
の
4
月
で
あ
り
、

あ
っ
と
い
う
間
の
1
年
間
で
し
た
。

様
々
な
人
と
出
会
い
、
色
々
な
こ

と
が
あ
る
1
年
間
で
、
か
け
が
え

の
な
い
非
常
に
大
き
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

川
嶌
整
形
外
科
病
院
で
は
ス

タ
ッ
フ
が
一
丸

と
な
り
、
患
者

さ
ん
に
寄
り

添
っ
た
よ
り
良

い
医
療
を
提
供

で
き
る
よ
う

に
、
日
々
努
力

し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
し

た
。
そ
う
い
っ

　

２
０
１
９
年
4
月
1
日
（
月
）

～
3
日
（
水
）、
川
嶌
整
形
外
科
病

院
の
玄
真
堂
ホ
ー
ル
に
て
新
人
集

合
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
新
人
集
合
研
修
は
、
私
を
含
め

年
齢
の
異
な
る
多
く
の
職
種
の
新

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
3
日
間
の

研
修
で
は
川
嶌
理
事
長
は
じ
め
、

多
く
の
方
か
ら
講
義
を
し
て
い
た

川
嶌
整
形
外
科
病
院
で
の

１
年
を
通
し
て

医師
嵐　　智哉

た
面
で
も
学
ぶ
こ
と
は
非
常
に
多

く
、
ま
た
多
く
の
患
者
さ
ん
と
出

会
う
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
か
ら
様
々

な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
一
人
ひ
と
り
訴
え
が
違
う
患

者
さ
ん
か
ら
多
く
の
事
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会

う
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
の
経
験

を
生
か
し
て
、
よ
り
良
い
医
療
が

提
供
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
1

年
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

だ
き
、
玄
真
堂
の
特
徴
や
機
能
、

社
会
人
と
し
て
働
く
に
は
ど
う
す

れ
ば
良
い
か
、
接
遇
講
座
な
ど
様
々

な
事
を
学
ぶ
機
会
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
研
修
中
は
3
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

に
活
発
な
討
議
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
行
い
、
最
初
は
馴
染
め
ま
せ

ん
で
し
た
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
こ
と
で
お
互
い
の
関
係

性
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
中
で
は
一
人

一
人
の
意
気
込
み
や
将
来
像
に
つ

い
て
考
え
、
話
し
合
い
を
行
い
ま

し
た
。
3
日
間
の
研
修
を
通
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
今
後
の
目
標
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ま
す
。

　

今
回
、
3
日
間
と
い
う
短
い
期

間
で
の
研
修
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
、
私
た
ち
新
人
は
こ
れ
か
ら

自
分
の
目
指
す
将
来
像
を
目
標
に

日
々
切
磋
琢
磨
し
、
個
々
の
能
力

向
上
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、

今
後
の
玄
真
堂
を
支
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
同

じ
研
修
を
受
け
た
玄
真
堂
の
新
人

同
士
の
つ
な
が
り
や
、
絆
を
大
切

に
し
、
地
域
の
方
々
、
患
者
さ
ん

に
安
心
、
安
全
、
安
ら
ぎ
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

新人研修を
終えて

5階病棟　看護師　沖本　瑠星
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七
味
唐
辛
子
は
江
戸
時
代

に
漢
方
薬
を
研
究
し
て
い
た

中
島
徳
右
衛
門
と
い
う
人
物

に
よ
り
商
品
化
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
蕎
麦
に
ぴ
っ
た
り

の
薬
味
（
香
辛
料
）
と
し
て

と
て
も
人
気
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
現
在
で
は
多
く
の
種

類
の
七
味
唐
辛
子
が
発
売
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
成
分

は
基
本
的
に
「
二
辛
五
香
」

と
さ
れ
て
い
て
、
一
般
的
に

辛
さ
に
特
徴
が
あ
る
も
の
が

2
つ
と
、
香
り
に
特
徴
を
も

つ
も
の
が
5
つ
配
合
さ
れ
て

い
ま
す
。
主
な
原
料
は
赤
唐

辛
子
、
山
椒
、
胡
麻
、
陳
皮
、

紫
蘇
、
ケ
シ
の
実
、
麻
の
実

な
ど
で
、
他
に
柚
子
、
生
姜
、

青
海
苔
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
に

特
色
を
持
た
せ
る
た
め
に
様
々
な

配
合
で
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
赤
唐
辛
子
に
は
カ

プ
サ
イ
シ
ン
と
い
う
物
質
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
カ
プ
サ
イ
シ

ン
は
発
痛
物
質
と
し
て
知
ら
れ
て

い
て
、
人
が
摂
取
す
る
と
痛
み
サ

イ
ク
ル
が
促
進
し
疼
痛
を
感
じ
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
カ
プ
サ
イ

シ
ン
を
痛
み
に
負
け
ず
摂
取
し
続

け
る
と
驚
く
こ
と
に
人
は
痛
み
に

鈍
く
な
り
、
最
終
的
に
は
鎮
痛
の

状
態
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
脱
感
作
用
を
利

用
し
て
現
在
で
は
カ
プ
サ
イ
シ
ン

軟
膏
が
鎮
痛
薬
と
し
て
処
方
さ
れ

て
い
ま
す
。
敵
を
取
り
込
み
続
け

る
と
そ
の
う
ち
味
方
に
な
る
と
い

う
戦
国
武
将
が
喜
び
そ
う
な
挑
戦

に
最
初
に
ト
ラ
イ
し
た
人
物
は
尊

敬
で
き
ま
す
。
ま
さ
に
新
規
開
拓

の
精
神
で
す
。
ち
な
み
に
中
島
徳

右
衛
門
の
店
は
現
在
も
立
派
に
営

業
し
て
い
ま
す
（
１
６
２
５
年
～
、

屋
号
は
「
や
げ
ん
堀
」、
浅
草
）。

七
味
唐
辛
子

麻酔科部長
原西　保典

　

２
０
１
９
年
３
月
２
日
（
土
）

に
行
わ
れ
た
第
27
回
院
内
Ｔ
Ｑ
Ｍ

発
表
会
で
1
位
を
頂
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
手
術
室
で
は
業
務
の
効

率
化
を
図
る
た
め
、
滅
菌
管
理
し

て
い
る
器
材
の
整
理
に
着
目
し
、

Ｔ
Ｑ
Ｍ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
手

術
室
で
滅
菌
管
理
し
て
い
る
器
材

は
１
３
６
６
個
、
毎
月
、
器
材
の

期
限
切
れ
や
パ
ッ
ク
破
損
の
有
無
、

再
パ
ッ
ク
詰
め
に
約
4
時
間
か

か
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
１
３
６
６
個
の
器
材
の
中
に

は
使
用
頻
度
が
少
な
い
も
の
、
全

く
使
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
多

く
、
医
師
ら
と
器

材
を
滅
菌
管
理
す

る
必
要
、
不
要
の

選
別
や
、
ス
タ
ッ

フ
間
で
個
数
の
調

整
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
収
納

場
所
や
器
材
の
名

称
が
わ
か
る
よ

う
、
滅
菌
パ
ッ
ク

に
収
納
す
る
場
所

（
棚
）
と
器
材
の

名
称
を
記
載
す
る

よ
う
に
し
ま
し

た
。
結
果
、
滅
菌

管
理
し
て
い
る
器

材
は
６
１
２
個
に

削
減
、
毎
月
、
器

第
27
回
院
内
Ｔ
Ｑ
Ｍ
発
表
会
を
終
え
て

手
術
室
・
看
護
師
　
上
田
　
亜
紀

材
の
チ
ェ
ッ
ク
等
に
か
か
る
時
間

は
約
2
時
間
に
短
縮
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

毎
月
の
チ
ェ
ッ
ク
に
対
し
て
数

が
多
く
大
変
な
ど
、
不
満
を

も
っ
て
い
た
ス
タ
ッ
フ
で

し
た
が
、
改
善
後
は
不
満

意
見
が
な
く
な
り
、
前
向
き

に
取
り
組
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て

今
回
、
滅
菌
管
理
す
る

器
材
の
見
直
し
を
行
う
こ

と
で
、
器
材
の
整
理
整
頓

や
感
染
管
理
に
お
け
る
環
境

整
備
、
滅
菌
パ
ッ
ク
の
コ

ス
ト
削
減
に
繋
が
り
ま
し

た
。

　

協
力
し
て
い
た
だ
い
た

医
師
や
手
術
室
ス
タ
ッ

フ
に
感
謝
し
、
今
回
の

活
動
が
継
続
で
き
る
よ

う
、
医
師
と
調
整
し

な
が
ら
手
術
室

ス
タ
ッ
フ
全
員
で

取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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か
わ
し
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
平

成
23
年
度
に
設
立
し
、
地
下
熱

利
用
換
気
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
夏
は
涼

し
く
、
冬
は
暖
か
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
電
力
の
消
費
を
少
し

で
も
抑
え
る
こ
と
で
、
地
球
温

暖
化
の
原
因
と
さ
れ
る
二
酸
化

炭
素
の
排
出
の
削
減
に
も
努
め

て
い
ま
す
。内
閣
府
と
同
じ
く
、

冬
季
は
19
℃
、
夏
季
は
28
℃
で

室
温
の
適
正
管
理
を
し
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
温
度
だ
け
で
な

く
、
使
用
紙
類
の
低
減
（
両
面

印
刷
、
裏
面
利
用
）、
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
の
実
践
な
ど
、省
資
源・

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
全
職
員
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
最
近
で
は

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
導
入
が
比
較
的
進
ん

で
き
て
い
ま
す
が
、
家
庭
で
も

積
極
的
に
取
り
組
め
る
内
容
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
他
に
も

具
体
的
な
対
策
と
し
て
①
定
期

的
な
機
器
の
清
掃
（
エ
ア
コ
ン

や
換
気
扇
の
フ
ィ
ル
タ
ー
・
照

明
器
具
な
ど
）
②
熱
源
・
給
水
・

排
水
・
空
調
設
備
の
運
転
制
御

（
補
修
・
交
換
な
ど
含
む
）
③
ス

イ
ッ
チ
付
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
を

利
用
し
た
コ
ン
セ
ン
ト
個
々
の

Ｏ
Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ
管
理
（
待
機
電

力
削
減
、
不
用
機
器
停
止
）
④

ラ
ン
プ
の
取
り
外
し
に
よ
る
間

引
き
、過
剰
な
照
明
を
消
す
（
電

力
削
減
）
⑤
カ
ー
テ
ン
・
ブ
ラ

イ
ン
ド
の
調
節
⑥
全
般
照
明
か

ら
局
部
照
明
⑦
窓
の
開
放
⑧
冷

房
・
暖
房
時
の
カ
ー
テ
ン
に
よ

る
断
熱
、
扇
風
機
併
用
⑨
ク
ー

ル
ビ
ズ
、
扇
子
や
う
ち
わ
の
利

用
、
す
だ
れ
の
設
置
、
ミ
ス
ト

の
散
布
、
屋
上
緑
化
⑩
ひ
ざ
掛

け
、
こ
た
つ
の
使
用
、
こ
た
つ

布
団
を
重
ね
る
な
ど
、
家
庭
で

も
取
り
組
め
る
こ
と
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　

当
院
で
も
活
用
し
て
い
る
対

策
も
多
く
、
一
人
ひ
と
り
が
意

識
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
節
電

に
繋
が
り
ま
す
し
、
地
球
を
守

る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。ぜ
ひ
、

参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

当
院
で
行
っ
て
い
る

省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
委
員
会
　
ク
リ
ニ
ッ
ク
外
来
副
主
任
　
野
村
　
路
子

　2019年３月３日（日）に「ひな祭り」を開催しました。
古来日本では、女子の健やかな成長を祈る節句の年中行事
として慣れ親しんできました。
　入所されていた利用者様のご家族より頂いた「由緒ある
雛飾り」も飾り始めて今年で７年目と
なりました。雛飾りをバックに、利用
者様おひとりずつ澄ましたお顔で「は
い！にっこり」と記念撮影。素敵な笑
顔を見せてくださいました。
　ゆったりとした日曜日、一足早い春
の訪れを感じる一日となりました。

なのみひな祭り
介護老人保健施設なのみ 柚木　尚美
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2018.12.2
PIEGLLO STUDY研修会 （長崎県）

「「股関節症をみる」～病状把握から臨床展開まで～」
 奥村病院リハビリテーション科科長講演

2018.12.8
平成30年度日本体育協会公認指導者養成講習会
 （大分県）

「軟式野球の発育発達の子供への指導、体力トレーニ
ングとコンディショニング、ジュニア選手の指導実習」
 奥村病院リハビリテーション科科長講演

2018.12.8 ～ 9
第7回日本マイクロ・ナノバブル学会学術総会
 （東京都）

「骨髄炎の局所持続洗浄療法におけるオゾンナノバブ
ル水の利用」
 川嶌理事長講演

「化膿性関節炎に対するオゾンナノバブル水の応用」
 宮田高気圧治療科技師発表

2018.12.15 ～ 16
第６回日本運動器理学療法学会学術大会 （福岡県）

「変形性股関節症患者の股関節可動域と歩行中の骨盤–
大腿の同相運動との関連性」
 井原理学療法士発表

「初期変形性膝関節症患者の歩行時における膝関節の
運動力学的特性について」
 羽田クリニックリハビリテーション科主任発表

「振り返り動作における下肢回旋量–後足部アライメン
トの相違に着目して–」
 羽田理学療法士発表

「変形性膝関節症に伴う高度膝関節屈曲制限例の特徴
について」
 松田理学療法士発表

2018.12.23
第44回御茶の水整形外科卒後研修セミナー・第101回
東京医科歯科大学整形外科集談会 （東京都）

「苦楽吉祥の人　学祖島峰徹」
 川嶌理事長講演

2019.1.26
大分学研究会　第46回例会 （大分市）

「中津藩のパイオニア精神について」
 川嶌理事長講演

2019.2.3
第21回大分県理学療法士学会 （別府市）

院外発表・講演「肩関節挙上面の違いにより可動域改善が異なった症
例の検討」
 尾道理学療法士発表

「足関節外果骨折術後の階段降段動作に着目した一症例」
 羽田野理学療法士発表

「両上肢骨折患者における術後急性期の治療経験」
 釘宮理学療法士発表

「腰椎椎間関節由来と考えられる下肢痛を呈した患者
に対する理学療法の一考察」
 中野理学療法士発表

「上肢挙上動作にて疼痛を訴え上肢機能低下を呈した
症例の一考察」
 牟田口理学療法士発表

「鎖骨遠位端骨折術後理学療法において肩関節水平内
転の可動域に着目した一症例」
 植田理学療法士発表

2019.2.16
第40回九州手外科研究会 （長崎県）

「環指ＭＰ関節拳側脱臼の１例」
 古江第二診療部長発表

モーニングセミナー

2018.12.21
「DPC係数を考える～診療情報管理士DPCコースを受
講して～」
 大川医事課課長

2019.1.18
｢安全管理2019｣

永芳副院長
2019.2.15
「未コード化傷病名について～質を問われる時代です～」
 岡部診療情報管理士

「記録記載について」
 立川診療情報管理士

カワシマハンドセラピー研究会
2018.12.17
「示指PIP関節掌側脱臼の一例」
 石井作業療法士

「屈筋腱断裂後の理想的なリハビリ」
 岸本クリニックリハビリテーション科副主任

院内勉強会
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膝関節勉強会

2018.12.12
「膝前十字靱帯の一次修復について」
 本山第一診療部長

2019.1.9
「膝関節の受動的・能動的制御機構について」
 植田理学療法士

2019.2.13
「膝蓋骨脱臼について」
 友松理学療法士

看護部勉強会

2018.12.10
｢口腔ケアについて｣

2018.12.17
｢記録監査｣

2019.1.7
｢医療安全｣

2019.1.21
｢リーダー体験・研修をおえて｣

2019.2.18
｢褥瘡勉強会「スキンケア」について｣

2019.1.21
「指節骨骨折、左環指基節骨骨折の一症例」
 杉木リハビリテーション部部長代理

「RA腱移行後のリハビリ」
 川端作業療法士

2019.2.18
「尺骨茎状突起骨折を伴った橈骨遠位端骨折の一症例」
 大嶋作業療法士

「EPL断裂EIP移行後のリハビリ」
 川端作業療法士

川嶌肩をカタらう会

2019.1.28
「頸部郭清術後に肩関節機能障害を呈した症例を経験
して」
 松尾理学療法士

2019.2.25
「自験例肩関節周囲炎の可動域の推移」
 辛嶋クリニックリハビリテーション科副主任

医局抄読会　　　　　　　　  　　　第１、２、４火曜日の朝７時45分スタート

●川嶌眞人：整形外科発祥と中津～整形外科の生みの親．中津市医師会会報第57号．：26-29，2018．
●川嶌眞人：秋の叙勲　ご挨拶．東京医科歯科大学医科同窓会　会報．（282）：13，2019．
●川嶌眞人：「杉田玄白と前野良沢」～「解体新書」を巡って～．北陸医史第41号．：3-12，2019．

論文（共同含）・誌上発表

2019.2.12
モンテジア骨折見のがし例の手術成績
 古江第二診療部長
2019.2.26

45歳以上の患者の再骨折：患者22,060人の前向き研究
 川嶌眞之院長

2018.12.25
大腿骨頚部疲労骨折：MRIリスクファクター
 嵐医師
2019.1.8

高位脛骨外反骨切り：閉鎖式、開放式もしくは混合
式？膝蓋骨の高さが決定する要因か
 本山第一診療部長
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編集後記
　

木
々
の
緑
も
色
鮮
や
か
な
季
節
と
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
4
月
に
な

り
当
院
に
も
新
入
職
員
を
迎
え
、
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
号
よ
り
新
・
広
報
メ
ン
バ
ー
で
の
始
動
開
始
と
な
り
ま
す
。
今
後

も
当
院
広
報
誌
ラ
・
サ
ン
テ
を
ご
愛
読
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｙ
・
Ｎ
）

【患者様の権利と患者様の責務】
　患者様は、個人としての尊厳が守られ、平等で最善の医療を受ける権利を有するとともに、医療を効
果的にするために守って頂きたい事項があります。

［患者様の権利］
１．病気の種類や個人的背景に関係なく、平等に医療を受ける権利があります。
２．人格は尊重され、医療提供者との相互協力関係のもとで最善の医療を受ける権利があります。
３．医療に関して十分な説明、情報を求める権利があります。
４．医療内容について自分で選択し決定する権利があります。
５．自己の意思に反する医療を拒否する権利があります。
６．自己の診療記録の開示を求める権利があります。
７．プライバシーや個人情報を保護される権利があります。
８．健康維持のため教育やサービスを受ける権利があります。
９．安全を確保される権利があります。

［患者様の責務］
１．医療提供者に対し、患者様ご自身の健康に関する情報の提供
２．他の患者様の療養生活に支障を与えない配慮
３．早期回復の為、医療提供者が定めた規則の遵守
４．円滑な医療行為の為の、患者様・ご家族の積極的な医療への参加
５．早期回復の為の、患者様・ご家族の積極的な医療への参加
６．診療費の遅滞ない支払い 

　

２
０
１
９
年
１
月
25
日
発
行
の
『
ラ
・
サ
ン
テ
１
４
１
号
』
の
２
・
５
ペ
ー
ジ
、『
ア

ジ
ア
太
平
洋
潜
水・高
気
圧
環
境
医
学
会
』開
催
日
に
お
き
ま
し
て
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　

・
Ｐ
2 

３
段
17
行
目
（
正
）『
10
月
25
〜
26
日
』

　

・
Ｐ
５ 

３
段
６
行
目
（
正
）『
10
月
25
〜
26
日
』

　
読
者
の
皆
さ
ま
並
び
に
関
係
各
位
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る

と
と
も
に
、
こ
こ
に
訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。（

社
会
医
療
法
人
玄
真
堂 

広
報
委
員
会
）

お詫びと訂正

　

少
し
風
が
強
く
心
配
し
ま
し
た

が
、
暖
か
な
日
差
し
も
見
受
け
ら

れ
た
3
月
16
日
、
玄
真
堂
友
の
会

は
、
今
春
で
第
36
回
目
を
迎
え
ま

し
た
。
玄
真
堂
友
の
会
と
名
称
を

変
更
し
て
か
ら
は
第
5
回
目
と
な

り
ま
す
。

　

当
時
、
骨
髄
炎
友
の
会
か
ら
玄

真
堂
友
の
会
に
移
行
す
る
第
１
回

目
の
際
、
私
は
社
会
奉
仕
委
員
会

委
員
長
と
し
て
主
に
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま
し
た
の
で
、
私
自
身
に

と
っ
て
も
感
慨
深
い
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
年
度
の
新
し
い
取
り
組
み
と

し
て
、
5
年
連
続
会
員
に
在
籍
し

て
い
る
方
に
少
し
で
も
感
謝
の
意

を
表
す
べ
く
心
ば
か
り
の
贈
り
物

を
お
送
り
す
る
事
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
毎
月
一
般
の
方
向

け
に
開
催
し
て
い
る
健
康
教
室
の

内
容
を
上
映
し
ま
し
た
。
早
く
か

ら
来
て
頂
い
て
い
る
患
者
さ
ん
に

む
け
て
少
し
で
も
健
康
面
の
新
し

い
情
報
を
共
有
さ
せ
て
頂
き
た
く

計
画
致
し
ま
し
た
。

　

ケ
ー
ナ
演
奏
で
は
郷
愁
あ
ふ
れ

る
曲
を
披
露
、
コ
ー
ラ
ス
で
は
春

が
テ
ー
マ
の
曲
を
選
曲
し
、
暖
か

な
春
の
足
音
を
感
じ
て
頂
け
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

残
念
だ
っ
た
点
と
し
て
は
、
意

見
交
換
の
場
に
お
い
て
何
も
ご
質

問
な
ど
な
く
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た

事
で
す
。「
こ
の
時
間
に
こ
そ
多
く

の
時
間
が
と
れ
る
よ
う
に
発
展
さ

せ
て
い
き
た
い
ね
」
と
職
員
同
士

語
り
合
い
、
来
年
度
も
患
者
さ
ん

に
春
を
感
じ
て
頂
く
べ
く
友
の
会

の
運
営
を
法
人
職
員
全
体
で
行
っ

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
36
回
玄
真
堂
友
の
会

事
務
局
総
務
部
副
主
任
　
瀬
口
　
清
美
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